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令和 6年 5 月 31日 

 関係大学（学部）長  

 関係大学院研究科長  殿 

 関 係 機 関 長 

 

駒澤大学 

グローバル・メディア・スタディーズ学部長 

服部 哲〔公印省略〕 

 

グローバル・メディア・スタディーズ学部専任教員（情報分野）の募集について（依頼） 

 

 当学部グローバル・メディア学科において下記の要領にもとづき、情報分野の専任教員を公募いたし

たく存じますので、ご高配くださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

1. 募集人員  1名 

2. 職 位   経歴および業績に応じ当大学の規程に従い、助教、講師、准教授、 

      教授のいずれかとして採用します。  

3. 応募資格  次の（1）から（3）のいずれも満たしていること 

（1） 応募時点で博士号を有するか（着任時での取得見込みを含む）、またはこれと同等の研究

業績を有すること 

（2） 情報分野において、教育・研究業績を有すること 

（3） 下記の学部生対象科目および大学院（修士及び博士課程）を担当できること 

1. データ構造とアルゴリズム 

2. ソフトウェア設計 

3. 情報セキュリティ 

4. クラウドコンピューティング 

5. 演習科目（ゼミ）、初年次教育科目 

※１ 授業および学内業務を円滑に行なう日本語能力に加えて、英語での 

コミュニケーション能力を有することが望ましい。 

※２ 当学部では助教・講師にも独立したゼミを担当していただきます。 

4. 応募期限  2024年 8月 31日（土）必着 

5. 任期    なし 

6. 応募方法  JREC-IN「web応募」を経由し、以下の書類を圧縮するなどして一つのファイルに

まとめて提出してください。 

JREC-IN公募ページ：https://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekJorDetail?id=D124060015 

（1） 志望理由・該当分野の教育計画・研究計画について。書式は自由、日本語 2,000字以内

https://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekJorDetail?id=D124060015
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でまとめて下さい。 

（2） 履歴書（様式は任意。ただし連絡先と大学入学以降の経歴を含むこと）。 

（3） 研究業績目録（主要業績 5点に○印を付してください） 

次の①から⑥に分類した全リスト。ただし、①、②については 

全著者名、タイトル、雑誌、巻号、発行年、ページを記載して下さい。 

①  査読付き研究論文（学術誌等に掲載済みのもの） 

②  査読なし研究論文 

③  専門著書 

④  前記③以外の著書 

⑤  国際会議発表論文 

⑥  その他（報告書，研究ノート等） 

※ 主要業績５点以外については Researchmapを活用してもよい。 

各業績には査読の有無を記載して下さい。 

（4） （3）に記載する業績のうち主要なもの 3 点（スキャン等可）。上記（3）の①、②、③、

⑤のうちから選択して下さい。それぞれに 300字程度の要約をつけること。ただし著書等

で電子媒体での提出が難しい場合には，下記問い合わせ先までの郵送でも可。 

（5） シラバス（上記担当予定科目のうち 1科目半期 15回分のみ） 

※ 学部専門科目としての提案をお願いします。 

7. 選考方法 書類審査、オンライン面接（書類審査合格者に対して通知します）、 

     および模擬授業（面接合格者に対して通知します） 

書類審査合格者には追加で書類提出（本学所定様式の履歴書，博士号を証明 

する書類等）をお願いする場合がございます。 

8. 結果の通知 （1）第 1次審査（書類審査）の結果は 9月を予定 

（2）第２次審査（オンライン面接）の結果は 10月を予定 

（3）最終審査（模擬授業）の結果は 12月を予定 

※ 審査結果に関する個別の問い合わせには対応できません 

9. 採用予定年月日  2025年 4月 1日 

10. 問い合わせ先 〒154-8525 東京都世田谷区駒沢 1丁目 23番 1号 

          駒澤大学グローバル・メディア・スタディーズ学部長 服部 哲 

℡ 03-3418-9535 

（グローバル・メディア・スタディーズ学部事務室） 

  ※ 注 ： 1．提出書類は、上記の（1）から（5）に限ります。 

2．提出書類は原則として返却しませんが，主要業績として著書を提出された場合には，希望

される方には返却いたします。 

3. 応募に際しご提出いただいた個人情報は、本学の規程にしたがって適切に管理し、採用選

考の目的以外には使用しません。  

以 上 


